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１． はじめに 

如何にして効率的に顧客を店舗に誘導し，顧客満

足度を高めリピート顧客へと育て上げるか，がネット

ショップ運営会社各社にとって重要な経営課題とな

っている．通常，ネットショップにおいて顧客をショッ

プへ誘導するためには，バナー広告に代表されるデ

ィスプレイ型広告が利用されることが多い．ところが，

出稿先のサイトによっては，アクセス数は多いものの，

購買に結びつく割合が小さい，等広告効果にばらつ

きがある．そのため，広告を出稿する側にとっては，

たとえアクセス数が少なくてもコンバージョン率の高

いサイトへ出稿したい，と考えるのが自然であろう．ネ

ット広告の出稿においても TVCM 等と同様，費用対

効果が重要なのである．本研究では，単純ベイズ分

類器(naive baysian classifier)を利用して顧客を収益

性の高いグループとそうではないグループに分類し

た上で，収益性の高い顧客が流入してくるサイトがど

のサイトであるかを，単純ベイズ分類機を用いて把握

する方法を提案することを試みる． 

２． 研究の背景 

インターネットの普及とともに様々な商品がネットシ

ョッピングで入手できるようになり，ネットショッピング

市場は年々拡大する傾向にある．こうした中，ネット

ショップの運営会社各社は利用者増加を促進するた

めに多様な広告を展開している．このうちバナー広

告を始めとしたプル型広告は広く利用されている[1]．

一方で，サイトの中には，ネットショップ運営会社に利

益をもたらしてくれる優良顧客を多数誘導してくれる

サイトもあれば，そうではないサイトが存在するのもま

た事実である．このうち，多くのユーザを誘導できる

大手ポータルサイト等は広告出稿料も割高であること

が多く，広告を出稿する側からすれば，出稿量に見

合った収益を得ることができるサイトを見つけ出した

上で広告出稿をすることが必要になる． 

インターネット上における広告効果に関する研究

はインターネットがビジネスで活用され始めた 1990

年代後半以降，盛んに行われてきた．松田[2]らはバ

ナー広告への単純接触がその後の商品評価や購買

意欲へ与える影響について，商品カテゴリー，バナ

ー広告の反復露出回数，提示位置等の要因が消費

者の商品評価，購買意欲にどのような影響を与える

かを明らかにしている．また，太駄[3]はバナー広告

に対するクリック率は一般的に低い傾向にあり，バナ

ー広告の効果が限定的なものである，との報告を行

っている． 

店舗に多くの収益をもたらしてくれるネット

ショップにとっての優良顧客がどこのサイトか

ら流入してくるのか，を把握する手法のひとつ

に単純ベイズ分類器(naïve Baysian classsifier)の利

用が考えられる．単純ベイズ分類器とは教師あ

り学習の設定のもとでベイズの定理を用いた単

純な確率的分類器である．本研究では，単純ベ

イズ分類器を利用して優良顧客の流入元を把握

する仕組みを構築する方法を提案する．  

３． 本研究における提案手法 

本節では，単純ベイズ分類器を用いて，ネッ

トショップにおける優良顧客の流入元を把握す

る仕組みの構築方法について説明する． 

3.1 単純ベイズ分類器とは 

単純ベイズ分類器とは，事象間における極め

て強い独立性を仮定した上で，ベイズの定理を

用いて事象を特徴の類似したもの同士に分類す

ることを目的とした確率的分類手法である． 

単純ベイズ分類器に関する初期の頃の研究と

しては，Domingos ら[4]が挙げられる．Domingos

らは単純ベイズ分類器を用いた分類に関する効

率性に理論的な理由を示している．また，

McCallum ら[5]は単純ベイズ分類器において広く

利用されている多項モデルとベルヌーイモデル

についてモデルの予測精度に関する比較を行っ

ている．以下に顧客セグメントを教師情報とし

て使用し，単純ベイズ分類器に学習させること

で，優良顧客が多く流入してくる WEB サイトを

把握する仕組みを構築する方法を提案する． 

3.2 モデル構築法 

今， 

i WEBサイト番号(i=1,2,….,I) 

I  顧客の流入元となる全てのWEBサイト数 

m  顧客セグメント(m=1,2,…,M) 

M  分析対象となる全顧客数 
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WEBi  i番目のWEBサイト 

SEGMENTm m番目の顧客セグメント 

とした時，WEBサイトから流入してくる顧客が m番目

のセグメントに属する確率を 

),...,,...,,|( 21 Iim WEBWEBWEBWEBSEGMENTp  (1) 

で表すことにする．今，(1)式に対してベイズの定理を

適用すると，(1)式は 
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と書くことができる．今，流入元となるWEBサイト間

に完全な独立性があると仮定すると 
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のように変形できる． 

(3)式を(2)式へ代入すると， 
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となる．ここで， )|( mi SEGMENTWEBp を定式化す

る．今， ),( mi SEGMENTWEBT を SEGMENTm に

属する顧客が WEB サイト i から流入した回数と

する．この時， )|( mi SEGMENTWEBp は 
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によって定式化することにする． 

ところで，全ての顧客セグメントにおいて，

分析対象となる WEB サイトからの顧客流入があ

れば(5)式を計算することは可能であるが，顧客

セグメントの中には分析対象となる全ての WEB

サイトから顧客の流入がない場合もある．こう

した場合，(5)式の分子はゼロになってしまい(5)

式で定式化される確率を計算することができな

くなる．こうした問題はゼロ頻度問題と呼ばれ

ており，各 WEB サイトから流入してくる顧客数

に対するスムージングを行うことで，影響を緩

和することが可能になる．一般的に利用されて

いるスムージングの方法として，全ての WEB サ

イトについて流入回数に 1 を加えるラプラスス

ムージング（Laplace Smoothing）と呼ばれる方法

がある．ラプラススムージングを利用すると(5)

式は(6)式のように書き換えることができる． 
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ラプラススムージングを利用すると，

)|( mi SEGMENTWEBp がゼロにならないように

することが可能になる．そこで，本研究では

)|( mi SEGMENTWEBp の計算に(6)式を利用する

ことにする． 

更に，ネットショップに来店する顧客は通常様々な

流 入 元 か ら 来 店 す る 傾 向 に あ る の で ，
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|( は非常に小さな値になること

が多い．そのため，(4)式を計算すると，計算機がアン

ダーフローを起こす可能性があり，計算上のアンダ

ーフローを回避するために，(4)式の両辺に対して自

然対数をとることにする．(4)式の両辺に自然対数をと

ると(4)式は(7)式のように書くことができる． 
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この結果，WEBサイト iから流入してきた顧客が属

するセグメントは，関数 f(x)が最大になるような x を

argmax(x)と書くことにすると， 
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によって与えられることになる．本研究では，(8)式を

満たす顧客セグメント m を WEB サイト i から流入し

てくる顧客が属するセグメントとみなし分析を行うこと

にする． 
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